
関西支部

       　　　鉄塔組立検査中における墜落災害 
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　右上腕骨大結節(だいけっせつ)骨折ほか

【体　制】　元請Ａ社―（社内検査中）

 Ａ社塔上責任者１名　　Ａ社作業員３名（被災者含む）

※本工事における組立検査（切替方式）は、当該鉄塔で３基目の作業
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 死亡　　 名 負傷　１名 　元請社員 年令　１９才

（様式－1）

 令和　４ 年　７月２０日（水曜日）１０ 時４３分

災 害 速 報

経験年数 ９ヶ月
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調査
測量

災 害 の 種 類

天  候発  生  日  時

災 害 の 程 度

伐　採 運　搬 仮  設

転　倒
物の飛来・

落下
墜落・転落

検査（昇塔）開始（切替方式による昇塔）

TBM-KY実施（鉄塔組立検査班）

墜落災害発生

新№〇〇鉄塔　Ｃ脚、第一水平材～第二水平材の間の位置（高さ約8m)から墜落

元請作業員より、副現場監督者へ災害発生連絡

救急車要請、警察連絡

（何らかの要因で無胴綱となり墜落したと推定）

・右頬骨上顎骨眼窩(がんか)底骨折、第一肋骨骨折、

救急車到着、近隣の中学校へ搬送（11:45 ドクターヘリにて病院へ搬送）

病院へ到着

【傷病名】

（調査中）

（検査）



（様式－2）

災　害　概　要　図

発生状況図（1）

発生状況図（2）

【被災者装備品】

フルハーネス、標準ランヤード

ワークポジショニング用ロープ

※墜落時の状況

LY,WPいずれもフックが開放状態

若

老

②

①

③

■検査手順は①6.75ｍ～キーロック使用可迄箇所 ②キーロック使用可能箇所 ③6.75ｍ以下箇所の順で計画

■被災者は、ランヤードとＷＰ用ロープの切替方式により作業位置まで移動した。

■災害発生時の詳細な状況について、被災者より聞き取り出来ていない。

若 老

新鉄塔


